
















































　 こ う し た 地 域 連 携 型 PBL（Problem　
Based Learning、課題解決型学習）は、本
学でもすでにいくつか行われている。たとえ
ば東日本大震災からの復興に貢献しようと始
められてすでに３年目になる「千枚漬け」プ
ロジェクトなどはその典型であろう。京都と
東北という二つの地域と連携し、両者の絆を
作っている。どのプロジェクトでも、教員や
職員が学生や市民たちとともに本物の汗を流
してきた。
　京都太秦キャンパス解説と共に、連携地
域も機会も広がる。PBL を前面に押し出し、
拡大推進していくことができないか。そのと
き、総合研究所・研究連携支援センターは今
以上に役に立てると考える。
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